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甲聖会紀念病院

　平素より、医療法人甲聖会の運営に多大なるご高配
を賜りまして、深く御礼申し上げます。
　私たちは、地域の方々が住み慣れた場所でいつまで
も健康的に暮らし続けていただけるよう、地域に根差
した亜急性期・回復期・慢性期・外来・在宅医療を展
開し、ひとりひとりの職員が一致団結して、事業に取
り組んでおります。

　当院は、初代理事長である甲斐沼正が 1978 年に診療所として開院して以来、ここ吹田
市江坂の地で地域の皆様とともに歩み続けてきました。
　近年では、甲斐沼カオル現会長のもとで、甲聖会紀念病院の全職員が一丸となって、
2018年に地域包括ケア病棟を立ち上げたのち、機能強化型在宅療養支援病院に認定される
など、今なお確実に一歩ずつ発展を続けています。
　超高齢社会を迎えている我が国では、医療技術の発展による寿命の伸びなどもあいまって、
今後ますます高齢化率が増加し続けるといわれていますし、昨今の出生数減少などに伴って、
将来的に生産人口や働き手が減り、雇用情勢が厳しくなると考えられます。
　このような流れのなかで、医療・介護の需要は高まり、医療の中心的な本質は「病気を完
治させる医療」から「病気と共存するための医療」へと変容しつつあり、今後ますます慢性
期医療の需要が高まっていきます。
　国や厚生労働省が示す地域医療構想や診療報酬改定で示唆されているように、それぞれの
地域にふさわしいバランスのとれた医療機能の分化と連携を推進することが重要です。
　そのためにも、地域包括ケアシステムを支える病床の整備や在宅医療の充実など、個々の
患者さまの状態に応じて、質が高く効率的な医療提供体制を構築していく必要があります。
　非常に舵取りの難しい時代ですが、医療業界の常識に捉われず、明るい未来を切り拓いて
いくために、今以上に病院機能を強化して、地域に密着した適切な法人経営を実践します。
　患者さまおー人おひとりに真摯に寄り添って、それぞれのご家族さまにも丁寧に対応する
姿勢に努めて、社会情勢に応じた適切な医療サービスを提供すべく、病院機能の更なる向上
に一生懸命取り組んでまいります。
　医療法人甲聖会は、「関わった人みんなを幸せに」という理念に則り、良質な医療・看護・
介護を提供して、地域社会に貢献できるよう、その使命を全うします。
　今後とも、温かいご高配・ご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
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内視鏡の検査機器があたらしくなりました。
胃や十二指腸など上部消化器の検査を行う検査機器として直接カメラを内部に入れる内視鏡
検査があります。当院では鼻から入れることができる小さな内視鏡（俗称：胃カメラ）を導
入いたしました。内視鏡検査をすることで、胃の状態を直接確認することができ、胃潰瘍や
ポリープ、逆流性食道炎などの検査が、より詳しく調査する事ができます。
上部消化器を検査する機器として、バリウムを飲んで検査する「Ｘ線ＴＶ（テレビ）」など
もありますが、前回の「こうせい Ver2」で紹介した通り、こちらも新しくなりました。
胃の不快感や健康診断などで胃の検査をする場合、新しくなった当院の検査機器で検査され
てはいかがでしょうか？

内視鏡：OLYMPUS  エクセラⅢ

OLYMPUS エクセラⅢの性能
ハイビジョン対応
　高解像度 CCD を採用し、細部まで鮮
明な画像が得られるハイビジョン対応ス
コープをラインアップ。微細な血管や粘
膜の表面もリアルに再現し、高精度な検
査・診断をサポート

NBI
粘膜表層の毛細血管や表面微細構造が強
調表示され、病変の早期発見に貢献する
観察機能として定評のある NBI を搭載。

病　院　機　能　評　価

　2024/3/14 〜 15 に財団法人日本医療機能評価機構より
「病院機能評価 慢性期病院 3rd ver3.0」の審査を受け、
この度病院機能評価の認定をうけることができました。
病院機能評価は財団法人日本医療機能評価機構が中立的、
科学的・専門的な見地から病院の質改善活動を評価する支援
ツールです。
　財団法人日本医療機能評価機構では、国民が安全で安心な
医療が受けられるよう、下記の４つの領域を評価します。

　　第１領域：患者中心の医療の進捗
　　第２領域：良質な医療の実践１
　　　（組織として決定された事項の診療・ケアにおける
　　　確実で安全な実践）
　　第３領域：良質な医療の実践２
　　　（確実で安全な診療・ケアを実践するうえで求めら
　　　れる機能の各部門における発揮）
　　第４領域：理念達成に向けた組織運営

　財団法人日本医療機能評価機構よ
り一定の水準以上の評価をされた病
院は「認定病院」となり、今回当院
が認定されることとなりました。
　今後も、安全・安心、信頼と納得
の得られる医療サービスを提供すべ
く、日常的に努力している病院とし
て活動してまいります。



納涼祭（涼しさを求めて）

ギター音楽会 2024年7月31日

地域連携会の開催地域連携会の開催

新しいホームページができました
4/30 より新しいホームページがOpen いたしま
した。
Open 画面で写真がスクロール
する仕組みになっています。
院内の色々な情報や地域の情報
をニュースなどを使用し提供さ
せていただきます。

https://koseikaihospital.com/

【真夏のレクレーション】
　 あつ～～い夏にギター？アイス？

　今年は７月３１日に納涼祭を行いました。今年もボラン
ティア（吹田ギターアンサンブル様）に来院いただきました。
昔懐かしい「人生いろいろ」や「ふるさと」など、いろい
ろな曲を楽しく演奏していただき、入院患者様にも楽しそ
うに演奏にあわせ歌っていただきました。
　歌って疲れた後は甘いもの。夏の暑い日には冷たいもの
ということで、今年は参加いただきました患者様にアイス
クリームを食べていただきました。
　入院患者様には来年の納涼祭も元気に楽しく参加してい
ただきたいですね。

　8月 28日甲聖会紀念病院ではじめての試み。豊中みどりクリニック様と共同
開催で地域連携会「勉強会件名刺交換会」を行いました。
今回勉強会のテーマは「在宅医療における褥瘡処置について」。
　講師として、スミス・アンド・ネフュー株式会社様の皮膚・排泄ケア認定看
護師さんに来院していただき講義を実施していただきました。
　多くのケアマネさんや訪問される看護師さんが来院、定員を３０名とさせて
いただきましたが、約２０名の参加をいただきました。
　講義ではどのように消毒・処置をすれば、より患者様のケアとなるかをプロ
ジェクターを使用し説明していただきました。
　また、褥瘡を覆うハイドロサイトなどの創傷被履材などをどのようにすれば
より効果が表れるかなどの使用方法の説明をいただきました。
　勉強会の後には、軽食を食べながらの名刺交換会を実施。他施設様同士の交
流にも華が咲いたようにみうけられました。
　今回ご協力いただきました、医療法人祥風会様や、スミス・アンド・ネフュー
様等、勉強会に参加いただきましたすべての皆様方に感謝いたします。
　次回も「勉強会件名刺交換会」が開催できるよう努力してまいります。



健　康　診　断

地下鉄御堂筋線「江坂」駅
⑧番出口より
西（東急ハンズ側）へ徒歩4分

※専用駐車場はございません。
近隣に、コインパーキング有（有料）

「各種健康診断のご予約を受付しております」
地元企業様、地域の皆様の定期健康診断、生活習慣予防健診特
定健診を実施しています。また CT 検査や超音波検査などのオプ
ション検査も多数そろえています。皆様の健康管理に当院をご
利用ください。

内　科 糖尿病内科
放射線科

呼吸器内科
外　科 整形外科

各種健康診断・労災二次健診も受付しております■ ■ ■  外来診察のご案内  ■ ■ ■

■ ■ ■  訪　問　診　療  ■ ■ ■

循環器内科 神経内科
リハビリテーション科

月 火 水 木 金
訪 問 日 ● ● ● ● ●

在宅での診療・看護が必要な方のご自宅や施設に、医師・
看護師が定期的に訪問して診療します。

新規診療も可能です。ご相談ください。

受付終了時間につきましては、診療終了時間の30 分前となります
土曜日の診療・内科午後 予約診（月、水、木、金）はなくなりました。

診察時間　午前診察　  9：00 〜 12：00
　　　　　午後診察　13：00 〜 16：00

診　療　科　目

医療法人 甲聖会
甲聖会紀念病院

〒 564 ー 0053　吹田市江の木町７番 1 号
TEL 06ー6380ー0666　FAX 06ー6380ー0736
ホームページ　https://koseikaihospital.com/

江の木公園

関西スーパー

北大阪
信用金庫 東急ハンズ

フォルクス キリン堂
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月 火 水 木 金

内  科
午前診 ● ● ● ● ●
午後診 ●

呼 吸 器 内 科
神 経 内 科
整 形 外 科
皮 膚 科
訪 問 診 療

 金 … 午前診
 木 … 午前診
 水 … 午前診
 木（第 2・第 4） … 午後診
新規診療も可能ですので、ご相談くだ
さい。

皮 膚 科

　七夕とは、織姫（おりひめ）さまと彦星（ひこぼし）
さまが天の川を渡って、1年に1度だけ出会える7月7日の夜のこと。
「雨が降ると天の川が渡れない」ともいわれて、てるてる坊主をつ
るした人も多いのではないでしょうか？

　もの語りは
天帝（神様）の娘である織女は、機（はた）織りが上手で働き者の女性。天帝は、
同じく働き者で牛飼いの牽牛と引き合わせました。二人はひと目で恋に落
ち、結婚しました。ところが結婚すると遊んでばかりで、働かなくなると
いう結果に。怒った天帝は二人を天の川の両岸に引き離しましたが、織女
が泣いて悲しんだため、年に 1度、七夕の夜にだけ会うことを許すように
なった…というあらすじです。

　昔の人が、織物の上手な織姫のように（織姫にあやかって）、「物
事が上達しますように」と、お願い事をしたのが始まりだと言われ
ています。

　当院でも七夕の笹を玄関に飾らさせていただき、短冊に患者様・
ご家族様に願い事を記載していただきました。願い事がかないます
ように・・・

七夕祭り


